
　ユニー・ファミリーマートグループ͸、企業ཧ೦である
ʮくらし、たのしく、あたらしくʯの実ݱを通じて、࣋ଓ
Մೳな社会の構築に貢献する͜とを໨ࢦしており、ステー
クホルμーのօ様とのݐ設的な対話や協働にͭいて、ੵ
ߟଓ的に行ͬていく͜とがඞ要ෆՄܽであるとܧ的かͭۃ
えています。͜のߟえ方に基づ͖、当グループが事業活動

を通して社会に対して果たすべ͖責任や໾ׂにͭいて、ス
テークホルμーのօ様のニーζや期待を直接的にいたͩく
機会を設けています。いたͩいたوॏなご意見やご要望を
౿まえ、当グループのॏ要課題の見直しや事業活動の改ળ
に活かし、商品開発・サービスの高品質化、またブランド
マネジϝントの向上などにͭな͛ています。
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͜ͱͰ੒Γཱ͍ͬͯ·͢ɻ৴པ͞ΕΔۀاͰ͋Γଓ͚ΔͨΊɺօ様ͷ੠ʹࣖΛ͚܏ɺ対࿩ΛॏͶͳ͕Βɺظ଴
ʹお応͍͖͑ͯ͠·͢ɻ

　͜うしたエンήージϝントのਪਐ͸、ステークホルμー
のօ様との良޷なؔ܎性の構築にも໾ཱͬており、社会か
ら一૚৴頼される企業グループへのਐ化を支える、基൫的
な活動となͬています。
　2016 年度から 2017 年度にֻけても、ඇৗにଟくのエ
ンήージϝントの機会を設ける͜とがで͖、たくさんのご

意見やご要望をいた͖ͩました。以Լに、当グループの主
なステークホルμーエンήージϝントの実施ঢ়گにͭいて
。していますࡌه

店舗スタッフ

加盟店

お取引先

地域社会 NGO/NPO

社 員

将来世代

学 生

株主・投資家お客様

方法 / 内容 実績・評価 対応 / 計画 方法 / 内容 実績・評価 対応 / 計画
HD：ユニー・ファミリーマートホールディングス　　FM：ファミリーマート　　U：ユニー

● 店舗、ネットスーパーでの販売
● ご意見・ご要望の受付、対応
● 店舗でのお客様参加イベントの

開催

● 社長による店舗巡回、直接対話
● 社員意識調査の実施

● 次世代育成支援や防犯・防災、
環境美化活動を通じた地域との
対話

● 自治体との協働
● 次世代育成を通じた、小学校と

の直接対話

● スーパーバイザーによる定期的な
店舗訪問

● 政策発表会／商品セミナーの開催
● 加盟店相談室の運営

● 店舗スタッフ表彰制度
● 店舗スタッフ向け出張講習会

● 売上・来店客数への反映
● 商品・サービスの評価向上
● お客様相談室へのご意見数：
　68,498 件（ＦＭ）、4,111件（Ｕ）

● 経営トップとの対話・意見交換
機会の創出。期待通り・期待以
上の感想 93.3％（ＦＭ）

● やりがいと新鮮さがあふれる社
風を醸成

● 地域の子どもたちの環境意識の強化
● 地域の防犯・防災体制への貢献
● 環境美化活動の累計参加人数：

のべ113 万7千人（ＦＭ）
● 全店一斉クリーンキャンペーン

実施数：201 店舗（Ｕ）

● 円滑な店舗運営の支援（ＦＭ）
● ブランド転換店舗数の累計3千店

突破（FM・2017 年11月時点）

● ストアスタッフ表彰者数：
  32,845 名、170 名に最上位の

エクセレントスタッフ賞を授与
（ＦＭ）

● 出張講習会実施回数：2,714 回
　参加人数 :5,345 名
　（FM・2017 年 4 月～10 月末）

● 商品・サービスの改良
● 品揃え・接客・クリンネスなど

の店舗運営の高質化
● 店舗設備を活用したコミュニ

ケーション機会の向上

● ワーク・ライフ・バランスのサ
ポートの向上

●キャリアアップ支援制度、教育・
研修体制の拡充

● 店舗を通じた次世代育成、地域
コミュニティ活動の提案、実践

● 包括協定・災害協定・見守り
協定に基づいた地域貢献活動の
拡大

● 店舗運営の抜本的な見直し
● 店舗サポートの拡充

● 表彰制度の拡充
● 出張講習会の内容充実

● 株主総会
● 決算説明会（海外含む）
● 投資家との意見交換会
● ホームページ、各種レポート発

行での情報開示

● 職場体験など学習機会の提供
● 高校生／大学生向けコンテスト

への協力・協賛

● お客様相談室を通じた対話
● 店頭募金、従業員募金の寄付
● イベント、活動の協働開催
● 団体運営への人的支援

● 小学生コンテストの主催
● 職場体験など学習機会の提供
● 募金寄付を通じた NGO/NPO

開催の体験学習プログラムの支援

● 企業間での情報連携
● 情報提供窓口の設置
● お取引先アンケートの実施

● 株主数：13,254 名
　（HD・2017年2月末時点）
● 決算説明会来場者数：約200名
● 投資家との個別ミーティング：
  約300 回

● 2016年度インターンシップ参加者
348 名（ＦＭ）

● ご当地！絶品うまいもん甲子園 
参加 124 校 398 チーム（ＦＭ）

● リサイクル資材の商品化にデザイ
ナーとして8校338名が参加（Ｕ）

● 動物の移動販売中止に対し、事
業者としての責任を果たされて
いると NPO から評価（Ｕ）

● 2016 年度店頭募金（義援金除く）：
約259百万円（ＦＭ）、

　約13百万円（Ｕ）

● ありがとうの手紙コンテスト
  応募累計：のべ約29 万通（FM）
● 森の教室参加園児累計：
　約1.5万人（FM）

● 約900 社への依頼に対し、
　377 社から回答（U）
　内、自由回答：要望 16 件、苦情

13件、お褒め17件

● 株主価値の増大
● 正確性・迅速性・公平性を旨と

する、シンプルで誠実な情報開示
● 健全で透明度の高い経営システム

の構築

● 提供プログラムの拡充
● プログラムへの店舗、従業員の

参加率向上

● 店頭募金、企業寄付の効果的な
活用

● 従業員やお客様への社会課題の
解決に向けた意識の啓発

● プログラムへの店舗、従業員の
参加率向上

● 調達方針、およびお取引先向け
行動規範の策定による、ガバナ
ンス強化
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